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令
和
三
年
度
（
一
社
）
栃
木
県
幼
稚
園

連
合
会
五
月
通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
会
場

で
の
参
加
と
リ
モ
ー
ト
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
に

よ
る
参
加
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
理
事
長

と
し
て
十
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
度
（
令
和
二
年
度
）
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
と
な
っ
て
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
状

況
で
す
。
し
か
し
欧
米
諸
国
で
は
既
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ

れ
て
多
く
の
方
々
へ
接
種
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
日
本
政
府
も
ワ
ク
チ
ン
の
獲
得

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
十
分
な
ワ
ク
チ
ン
の
獲

得
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

策
は
危
機
管
理
上
重
大
な
課
題
で
あ
り
国

民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
水
際
で
の
対
策
や
蔓
延
防
止
対
策
を
行

い
医
療
の
提
供
拡
大
に
つ
い
て
国
を
挙
げ

て
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
ん
な
国
難
な
と
き
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
ど
う

な
る
の
か
？
日
本
国
民
の
み
な
ら
ず
全
世

界
の
関
心
事
で
あ
り
ま
す
。
四
年
に
一
度

の
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
様
の
活
躍
を
期
待
す

る
と
同
時
に
人
類
が
可
能
性（
記
録
な
ど
）

へ
の
挑
戦
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

各
国
の
代
表
に
な
っ
た
選
手
や
開
催
に

向
け
て
準
備
し
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
の
ご

苦
労
を
考
え
ま
す
と
感
染
者
数
が
劇
的
に

減
少
し
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
減
少
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。（
む
し
ろ
増
加
傾
向
に
あ
る
）
こ

れ
で
は
開
催
す
る
の
は
非
常
に
厳
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
た
め
に
家
族
や
友
人
な
ど
周
り

の
方
々
の
た
め
に
不
要
不
急
の
外
出
を
ひ

か
え
て
「
感
染
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」

な
ど
私
た
ち
国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を

も
っ
て
行
動
す
る
以
外
方
法
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
に
ピ
リ

オ
ド
を
う
ち
、
経
済
活
動
を
活
発
化
し
て

活
気
あ
る
日
常
生
活
に
戻
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
栃
幼
連
は
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
に
努
め
各
種
研

修
会
な
ど
各
委
員
会
と
県
担
当
部
局
と
の

連
携
・
そ
し
て
情
報
を
共
有
し
保
育
内
容

の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
程
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。新

年
度
と
な
り
早
く
も
２
カ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
発
生
か
ら
１
年
以
上
経
過
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
変
異

を
伴
い
な
が
ら
拡
大
・
縮
小
の
波
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ

れ
た
も
の
の
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
厳
戒

態
勢
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
長
期
間
に
渡
る
緊
張
状
態

の
中
、
一
般
社
団
法
人
栃
木
県
幼
稚
園
連

合
会
及
び
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
様
々
な
工
夫
に
よ
り
感
染
症
拡
大
防

止
に
御
尽
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
県
の

幼
児
教
育
の
振
興
や
充
実
の
た
め
、
格
別

の
御
尽
力
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
貴
会
で

初
め
て
行
わ
れ
た
「
教
育
研
究
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
」
を
は
じ
め
、
教
育
・
保
育
の
質

の
向
上
の
た
め
に
日
々
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
姿
勢
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
す
。

さ
て
、
我
が
国
で
は
急
速
な
少
子
化
の

進
行
、
核
家
族
化
や
地
域
社
会
に
お
け
る

人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
る
家
庭
や

地
域
の
子
ど
も
を
育
て
る
力
の
低
下
、
子

育
て
家
庭
の
孤
立
化
、
児
童
虐
待
の
増
加

な
ど
、子
ど
も
・
子
育
て
を
取
り
巻
く
様
々

な
問
題
は
、
コ
ロ
ナ
渦
に
お
い
て
深
刻
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
「
と
ち
ぎ
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
プ
ラ
ン
（
２
期
計
画
）」
に
基
づ
き
、

結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の
各
段
階

に
応
じ
た
切
れ
目
な
い
支
援
を
更
に
推
し

進
め
、県
民
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、

育
て
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が

え
の
な
い
社
会
の
宝
と
し
て
見
守
ら
れ
、

す
く
す
く
と
育
つ
こ
と
は
、
保
護
者
の

方
々
を
は
じ
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
携

わ
る
全
て
の
人
々
の
共
通
の
願
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
声
を
響
か
せ
、
心

豊
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
お
け

こ
ど
も
政
策
課
長

田
中
島  

浩
子

令
和
三
年
度
を
迎
え
て
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に
よ
る
参
加
者
に

は
、
事
前
に
総
会

資
料
が
メ
ー
ル
に

て
送
ら
れ
た
。

　

議
長
選
出
で

は
、
認
定
こ
ど
も

園
烏
山
み
ど
り
幼

稚
園
の
吉
水
義
浩

先
生
が
選
出
さ
れ

た
。
資
格
審
査
、
議
事
録
署
名
人
及
び
記

録
人
を
選
出
し
た
の
ち
に
議
事
審
議
へ
と

移
っ
た
。

　

令
和
二
年
度
は
、
県
知
事
選
挙
応
援
な

ど
の
活
動
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
事
業
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
取
り
や

め
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
決
算
額
が

当
初
予
算
額
と
大
き
く
異
な
る
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

令
和
三
年
度
も
同
様
な
状
況
が
予
想
さ

れ
る
が
、
と
に
も
か
く
に
も
コ
ロ
ナ
感
染

の
予
防
と
、
人
命
そ
し
て
健
康
維
持
が
何

よ
り
も
大
切
で
あ
る
。
今
年
度
も
加
入
者

の
み
な
ら
ず
、
幼
児
教
育
に
関
わ
る
す
べ

て
の
方
々
の
健
康
維
持
と
増
進
を
願
っ
て

止
ま
な
い
。

【
議
案
】

①	

令
和
二
年
度　

事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

②　

令
和
三
年
度　

事
業
計
画
（
案
）
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
の
承
認
に
つ

い
て

③	

自
民
党
栃
木
県
私
立
幼
稚
園
支
部

　
　

令
和
二
年
度　

収
支
決
算
並
び
に

　
　

令
和
三
年
度　

収
支
予
算
（
案
）
の

　
　

承
認
に
つ
い
て

以
上
、
三
議
案
に
つ
い
て
す
べ
て
原
案
通

り
に
承
認
さ
れ
た
。

年
度	

定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
定

時
総
会
は
一
堂
に

会
し
て
の
開
催
で

は
な
く
、
書
面
決
議

の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
会
場
で
の
開
催
は

二
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。
本
年
度
は
、
会
場

参
加
と
リ
モ
ー
ト
参
加
の
い
ず
れ
か
で
の

参
加
と
な
り
、
多
く
の
園
が
参
加
し
た
。

　

今
井
副
理
事
長
が
開
会
を
宣
言
し
た
あ

と
、
石
嶋
理
事
長
の
挨
拶
で
「
コ
ロ
ナ
禍

で
多
く
の
行
事
が
開
催
で
き
な
い
事
態
と

な
っ
た
が
、
一
日
で
も
早
い
収
束
を
願
い

た
い
」
と
述
べ
ら
れ

た
。

　

続
い
て
、
ご
来
賓

の
栃
木
県
議
会	
副
議

長	

佐
藤	

良
様
、
栃

木
県
保
健
福
祉
部
こ

ど
も
政
策
課	

課
長	

田
中
島	

浩
子
様
、
か

ら
ご
祝
辞
を
頂
戴

し
、
議
案
審
議
と

な
っ
た
。

　

議
長
選
出
で
は
、

認
定
こ
ど
も
園
烏
山

み
ど
り
幼
稚
園	

吉
水

義
浩
先
生
が
選
出
さ

れ
た
。
資
格
審
査
、

議
事
録
署
名
人
及
び

記
録
人
の
選
出
の
の

ち
に
、
議
案
審
議
へ

と
移
っ
た
。

　

議
案
で
は
、
報
告

事
項
と
し
て
、
令
和
二
年
度	

事
業
報
告

を
石
嶋
理
事
長
、
各
委
員
会
委
員
長
よ
り

報
告
さ
れ
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、
第
一
号
議
案	

令
和

二
年
度	

収
支
決
算
書
類
及
び
附
属
明
細

書
の
承
認
に
つ
い
て
審
議
し
、
満
場
一
致

に
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

馬
場
副
理
事
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
定

時
総
会
を
閉
会
し
た
。

「
資
格
審
査
」

（
百
九
十
二
園
中
）
出
席
園　

	　

	

百
八
園

　
　

		　

	

（
会
場
参
加　
　
　

四
十
一
園

　
　

		　
　

リ
モ
ー
ト
参
加　

六
十
七
園
）

　
　
　
　
　

委
任
状
提
出
園　

七
十
六
園

「
議
事
録
署
名
人
」

　

認
定
こ
ど
も
園	

さ
く
ら
ん
ぼ
幼
稚
園

　

岡
野
裕
子	

先
生

　

認
定
こ
ど
も
園	

愛
育
幼
稚
園

酒
井
康
晴	

先
生

栃
木
県
私
立
幼
稚
園
振
興
連
盟

令
和
三
年
度
総
会

栃
木
県
私
立
幼
稚
園
振
興
連
盟

令
和
三
年
度
総
会

　
期
　
日
　
令
和
三
年
五
月
二
十
日（
木
）

　
会
　
場
　
コ
ン
セ
ー
レ

　

出
席
者　

九
十
二
名

　

	

う
ち
会
場
参
加　

三
十
二
名

リ
モ
ー
ト
参
加　
　

六
十
名

委
任
状
出
席
者　

七
十
七
名

　

栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
定
時
総
会
に
続

き
開
催
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
も
昨
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
書
面
決
議
の
み
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
総
会
は
会
場
に
一
堂
に
会
し
て
の

開
催
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
会
場
参
加

に
加
え
て
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
参
加
者
も
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
リ
モ
ー
ト

る
子
育
て
支
援
の
中
核
的
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会

や
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
皆
様
と
と

も
に
、
幼
児
教
育
や
子
育
て
支
援
の
充
実

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
様
々
な
意
味
で
大
変
厳
し
い
状

況
下
に
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
お
力

添
え
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。結

び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
に
向
け
、
県
に
お
き
ま
し
て

は
、
国
や
市
町
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、

全
庁
を
挙
げ
て
、
各
種
対
策
に
万
全
を
期

し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
御
理
解
、
御

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　

定
時
総
会

定
時
総
会

令和
３
年度

令和
３
年度

　
期
日
　
令
和
三
年
五
月
二
十
日
（
木
）

　
会
場
　
コ
ン
セ
ー
レ

　

ご
来
賓
に
、
栃
木
県
議
会	

副
議
長	

佐

藤	

良
様
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
こ
ど
も
政

策
課	

課
長	

田
中
島	

浩
子
様
、
栃
木
県
幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー	

セ
ン
タ
ー
長	

堀
江	

賢

様
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
こ
ど
も
政
策
課	

子
ど
も
・
子
育

て
支
援
班	

班

長	

齋
藤	

賢
治

様
、
栃
木
県
保

健
福
祉
部
こ
ど

も
政
策
課	

課

長
補
佐	

和
氣	

圭
子
様
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
コ

ン
セ
ー
レ
に
お

い
て
、
令
和
三
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「
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
」
や
「
こ
ど

も
庁
創
設
」
の
動
き
で
あ
る
。
「
ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
」
と
は
サ
イ
バ
ー
空
間

（
仮
想
空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
現
実
）

空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決

を
両
立
す
る
人
間
中
心
の
社
会
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
今
の
園
児
た
ち
が
大
人

（
三
〇
代
）
に
な
っ
た
社
会
を
見
据
え
た

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
幼
児
期
の
様
々
な
直

接
的
体
験
や
活
動
が
重
要
と
い
う
こ
と
が

示
さ
れ
る
。
認
知
能
力
と
非
認
知
能
力
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
教
育
が
必
要
で
あ
り

重
要
な
の
で
あ
る
。

次
に
こ
ど
も
庁
創
設

の
動
き
で
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
案
で
は
あ

る
が
、
令
和
四
年
度

内
に
創
設
を
予
定
し

て
い
る
。
幼
稚
園
・

保
育
園
・
認
定
こ
ど

も
園
の
一
元
化
は
見

送
ら
れ
る
が
、
十
年

後
を
め
ど
に
幼
稚
園
教
諭
免
許
と
保
育
士

資
格
を
一
元
化
な
ど
の
動
き
も
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
様
々
な
内
容
が
あ

る
が
、
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

選
択
制
週
休
三
日
制
の
普
及
も
保
育
業

界
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
と
さ
れ
て
い

る
。
週
休
三
日
制
の
普
及
に
よ
り
保
育
時

間
の
長
期
化
も
予
測
さ
れ
て
い
る
。
平
日

十
一
時
間
保
育
か
ら
一
日
十
三
時
間
保
育

に
変
更
が
で
る
可
能
性
も
あ
り
、
月
曜
日

か
ら
土
曜
日
ま
で
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
憶
測
も
あ
る
。
変

わ
り
ゆ
く
社
会
の
流
れ
や
制
度
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
は
、
何
を
強
化
、
何
を
構
築

認
定
こ
ど
も
園
委
員
会
研
修
会

期
日　

令
和
三
年
六
月
八
日
（
火
）

会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

参
加　

六
十
九
名

　
　
　
　
（
リ
モ
ー
ト
参
加
者
四
十
六
名
）

内
容　

「
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
を

取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」 

　
　
　
　

 

～
こ
ど
も
庁
？
選
択
的
週
休
三

日
制
？
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

国
の
教
育
政
策
展
望
に
つ
い

て
～

講
師　
認
定
こ
ど
も
園
マ
ハ
ヤ
ナ
幼
稚
園
・

ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
保
育
園 

理
事
長
・
園
長　

石
田  

明
義  

氏

コ
ロ
ナ
禍
で
の
現
状
と
課
題
と

い
う
こ
と
で
、
と
て
も
新
鮮
な
情

報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
新

制
度
五
年
経
過
の
見
直
し
や
問
題
点
と
し

て
チ
ー
ム
保
育
加
算
の
見
直
し
、
処
遇
改

善
加
算
基
準
年
度
の
問
題
点
な
ど
説
明
を

し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
少
子
化
も
大
変
な
問
題
で
あ
る
。

五
年
前
の
出
生
数
が
九
七
万
人
に
対
し

て
、
今
年
度
は
約
七
〇
万
人
に
ま
で
落
ち

込
む
予
測
が
で
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
は
少
子

化
を
一
八
年
早
め
た
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に

は
世
界
規
模
で
み
て

も
今
後
さ
ら
少
子
化

が
加
速
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
憶
測
も

あ
る
。
そ
の
中
で
国

の
新
た
な
教
育
政
策

や
方
針
が
示
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
が
求

め
ら
れ
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
未

来
の
為
に
教
育
へ
の
投
資
が
重
要
で
あ
る

だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
課
題
や
対
応
、
こ
ど

も
庁
、
週
休
三
日
制
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
直

面
す
る
課
題
は
数
多
く
あ
る
だ
ろ
う
。

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
い
く

が
、
質
の
高
い
保
育
を
提
供
し
、
子
ど
も

達
の
明
る
い
未
来
を
目
指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
幼
児
教
育
・
保
育

は
大
き
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

  

第
一
回
　
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期　

日　

令
和
三
年
六
月
十
六
日
（
水
）

視
察
先　

コ
ン
セ
ー
レ（
大
ホ
ー
ル
）

参　

加　

百
三
名

内　

容　
「
心
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

～
心
を
つ
な
ぐ
楽
し
い
手

あ
そ
び
・
歌
あ
そ
び
～
」

参　

加　

表
現
遊
び
研
究
家

中
澤 

淑
江 

氏

　

保
育
の
中
で
よ
く
取
り
入
れ
ら

れ
る
手
あ
そ
び
だ
が
、
手
あ
そ
び

一
つ
で
脳
の
発
達
・
手
先
の
運
動
・

反
射
機
能
や
リ
ズ
ム
感
・
体
の
動
か
し
方

を
楽
し
く
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。
ま
た
、
手
あ
そ
び
な
ど
の
人
と
触

れ
合
う
あ
そ
び
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
な
が
ら

あ
そ
ぶ
の
で
、
信

頼
関
係
の
構
築
に

も
つ
な
が
っ
て
く

る
。
手
や
体
な
ど

人
と
触
れ
合
う
こ

と
に
よ
り
安
心
感

を
与
え
る
こ
と
に

も
な
り
「
あ
な
た

と
触
れ
合
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
、
本
人
の

存
在
を
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
で
子
ど
も
自

身
の
居
場
所
を
作
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ

し
て
そ
の
居
場
所
は
、
子
ど
も
と
の
関
わ

り
方
が
わ
か
ら
な
い
保
護
者
支
援
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

今
講
座
で
行
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
手
あ

そ
び
・
歌
あ
そ
び
は
、
子
ど
も
の
健
全
な

心
身
の
発
達
の
た
め
、
保
護
者
支
援
の
た

め
に
き
っ
と
役
立
つ
も
の
に
な
る
こ
と
だ

ろ
う
。

栃
幼
連
　
設
置
者
・
園
長
経
営
研
修
会

期
日　

令
和
三
年
六
月
二
十
四
日
（
金
）

会
場　

宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

参
加　

八
十
四
名

　
　
　

	

（
リ
モ
ー
ト
参
加
者
五
十
四
名
）

内
容　

第
一
部
『
と
ち
ぎ
子
ど
も
・
子

　
　
　
　

育
て
支
援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
』

講
師　

栃
木
県
保
健
福
祉
部

	

　
　

こ
ど
も
政
策
課
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

和
氣 

桂
子	

氏

内
容　

第
二
部
『
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

事
業
に
つ
い
て
』

講
師　

栃
木
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

	　
副
主
幹　

前
原 

由
紀	

氏

　

改
め
て
、
現
時
点
で
の
栃
木
県

の
動
き
や
、
栃
木
県
の
子
ど
も
た

ち
や
園
そ

の
も
の
へ
の
想
い

を
受
け
止
め
、

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
だ

が
、
日
々
の
忙
し

さ
に
埋
没
す
る
こ

と
な
く
、
頑
張
る

必
要
が
あ
る
と
実

感
さ
せ
ら
れ
た
。



144号

04

教
員
養
成
機
関
・
栃
幼
連

懇  

談  

会

期
　
日
：
令
和
三
年
五
月
二
十
七
日
（
木
）

 
午
前
十
時
三
十
分
～　

会
　
場
：
コ
ン
セ
ー
レ
（
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル
）

参
加
者
：
出
席
養
成
校
（
順
不
同
）

宇
都
宮
ビ
ジ
ネ
ス
電
子
専
門
学
校　
　
　

　

教
務
課　
　
　

学
校
長 
羽
石
良
久 

氏

　

就
職
指
導
部　

部
長 
分
田
浩
一 

氏

宇
都
宮
共
和
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
教
育
実
習
担
当　

准
教
授 

市
川
　
舞 
氏

足
利
短
期
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
ど
も
学
科　

准
教
授 

小
野
覚
久 

氏

　

こ
ど
も
学
科　

講
師 

茂
木
克
浩 

氏

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学　
　
　
　
　

　
人
間
教
育
学
科　

学
科
長   

後
藤
正
人 

氏

　
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課  

課
長 

大
島
澄
子 

氏

白
鷗
大
学

　

教
育
学
部　

講
師 

山
路
千
華 

氏

　

教
育
学
部　

実
習
講
師 

今
里
淳
平 

氏

作
新
学
院
大
学
女
子
短
期
大
学
部　
　
　

　

幼
児
教
育
学
科　

教
授 

坪
井
　
真 

氏

　
キ
ャ
リ
ア
就
職
支
援
課
課
長 

貝
賀
　
勇 

氏

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
、
席
の

配
置
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
が
取
ら
れ
、
山
中
総
務
委
員
長

司
会
に
よ
り
、
石
嶋
勇
理
事
長
挨
拶
が
述

べ
ら
れ
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。

①
栃
幼
連
加
盟
園
に
よ
る
「
合
同
就
職
説

明
会
」
の
実
施
に
つ
い
て

　

こ
の
件
に
つ
い
て
馬
場
副
理
事
長
よ
り
、

情
報
誌
、ポ
ス
タ
ー
、チ
ラ
シ
を
三
点
セ
ッ

ト
で
六
月
十
日
に
大
学
側
に
送
付
し
、
ポ

ス
タ
ー
は
「
就
職

説
明
会
」
の
周
知

に
使
っ
て
い
た
だ

き
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
予
防
の
観

点
か
ら
二
部
制
に

し
、
前
半
の
部
が

終
わ
っ
た
ら
三
十

分
消
毒
入
れ
替
え

を
し
て
、
後
半
の

部
を
行
う
。
ま
た

何
か
あ
っ
た
場
合
に
は
学
生
に
直
接
連
絡

が
で
き
る
よ
う
に
事
前
申
し
込
み
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
事
前
申
し
込
み
に
は
チ
ラ

シ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
、
参
加

申
し
込
み
が
で
き
る
の
で
、
利
用
を
勧
め

た
。
大
学
側
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
い

て
あ
り
が
た
い
と
好
意
的
な
意
見
を
頂
い

た
。

②
「
就
職
情
報
誌
」
及
び
「
栃
木
の
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
求
人
情
報
サ
イ
ト
」

へ
の
広
告
｛
協
賛
｝
に
つ
い
て

　

チ
ラ
シ
と
一
緒
に
情
報
誌
を
お
配
り
頂

く
こ
と
に
な
る
。
養
成
校
広
告
の
部
分
は

カ
ラ
ー
印
刷
と
な
る

の
で
、
広
告
の
原
稿

も
カ
ラ
ー
で
依
頼
す

る
。
求
人
情
報
サ
イ

ト
の
広
告
に
つ
い
て

は
一
律
に
載
せ
る
の

は
難
し
い
の
で
五
十

音
順
と
な
る
こ
と
を

了
解
し
て
頂
く
。
今

井
副
理
事
長
よ
り
採

用
試
験
の
時
期
に
つ

卒業者数 その他 その他に就職した具体的職種幼稚園
県内 県外

認定こども園
県内 県外

保育所（園）
県内 県外

合　計

足利短期大学

宇都宮共和大学

宇都宮ビジネス
電子専門学校

國學院大學
栃木短期大学

国際看護介護保育
専門学校

作新学院大学
女子短期大学部

佐野日本大学
短期大学

白鷗大学

６８名

２８名

１４名

７２名

３２名

１２８名

８９名

９６名

５２７名

2名（3%）

2名（7%）

0名（0%）

4名（6%）

4名（12.5%）

16名（13%）

10名（11.2%）

4名（4.2%）

1名（50%）

0名（0%）

0名（0%）

0名（0%）

0名（0%）

1名（6%）

0名（0%）

2名（50%）

1名（50%）

2名（100%）

0名（0%）　

4名（100%）

4名（100%）

15名（94%）

10名（100%）

2名（50%）

42名

25名（37%）

11名（38%）

5名（36%）

17名（24%）

1名（3.1%）

50名（39%）

17名（19.1%）

25名（26.0%）

6名（24%）

0名（0%）

0名（0%）

2名（12%）

0名（0%）

1名（2%）

1名（6%）

5名（20%）

19名（76%）

11名（100%）

5名（100%）

15名（88%）

1名（100%）

49名（98%）

16名（94%）

20名（80%）

151名

22名（32%）

9名（31%）

4名（28%）

24名（33%）

21名（65.6%）

50名（39%）

41名（46.1%）

37名（38.5%）

8名（36%）

1名（11%）

0名（0%）

6名（25%）

5名（23.8%）

4名（8%）

7名（17%）

11名（30%）

14名（64%）

8名（89%）

4名（100%）

18名（75%）

16名（76.2%）

46名（92%）

34名（83%）

26名（70%）

208名

19名
（28%）

6名
（24%）

5名
（36%）

27名
（37%）

6名
（18.7%）

12名
（9%）

21名
（23.6%）

30名
（31.3%）

126名

児童養護施設・障がい者
支援施設・一般企業、進
学、他

公務員（保育士）・障がい
者支援施設・乳児院・サー
ビス業
保育士（託児所・障がい
児通所施設）・チアダンス
（宇都宮ブレックス）・営業
職（一般企業）

小学校教諭・障がい者支
援施設・編入学

アミューズメントパーク・
アパレル、等

公務員（公立保育士）・施
設・児童館・一般企業

社会福祉施設（乳児院、
障がい児施設等）・一般
企業（販売職等）・進学
（看護系専門学校）
一般企業・教員（小学校）・
児童養護施設・障がい者
支援施設・放課後デイ
サービス・他

72名

40名

7名

42名

35名

122名

70名

84名

472名

令和3年
度卒業見
込み者数

教員養成校の進路状況実態調査票まとめ
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総
務
委
員
会

委
員
長
　
山
中
章
弘

昨
今
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
を
受
け
、

世
界
各
国
に
お
い
て

人
と
の
接
触
を
な
る

べ
く
避
け
る
非
接
触
化
の
動
き
が
進
ん
で

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
を
導
入
す
る
企
業
が
増
え
、
今
や
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
新
し
い
働
き
方
と
し
て

社
会
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
こ
の
流
れ
は
、
幼
稚
園
連
合
会
の
中

で
も
リ
モ
ー
ト
会
議
や
研
修
な
ど
様
々
な

所
で
使
わ
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い

ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
一

方
で
、
対
面
で
な
け
れ
ば
対
応
が
困
難
な

も
の
や
成
果
が
生
じ
に
く
い
も
の
な
ど
、

課
題
に
関
す
る
意
見
も
あ
る
中
で
、
総
務

委
員
会
で
は
す
べ
て
の
活
動
が
行
え
る

様
、
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。そ

の
活
動
の
中
で
も
合
同
就
職
説
明
会

の
対
面
で
の
開
催
の
重
要
性
。

皆
さ
ん
も
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
人
と
人
と
が
顔
を
合
わ
せ
て
話
す

こ
と
で
、
場
の
雰
囲
気
が
和
ん
だ
り
、
相

手
の
温
か
さ
が
伝
わ
っ
た
り
、
良
い
関
係

が
築
い
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
開
催
に

あ
た
り
、
人
数
制
限
、
時
間
短
縮
、
消
毒

の
徹
底
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
総
務
委
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

教
育
研
究
委
員
会

委
員
長
　
小
倉
庸
寛

本
委
員
会
で
は
、

乳
幼
児
期
に
お
け
る

子
ど
も
の
豊
か
な
育

ち
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
る
と
共
に
乳
幼

児
教
育
に
関
わ
る
全
教
職
員
を
支
援
し
、

地
域
に
お
け
る
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、今
年
度
、

以
下
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
．
栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会
の
実

施
。

１
～
15
分
科
会
を
設
定
し
、
二
日
に
分

け
て
対
面
式
で
実
施
し
ま
す
。
※
午
後
か

ら
四
時
間
の
み
。

２
．
質
の
向
上
に
向
け
た
研
修
の
充
実
。

⑴
セ
オ
リ
ー
研
修
・
テ
ク
ニ
カ
ル
研
修
事
業
。

各
三
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
私
学
助
成
園
の
補
助
対
象
研
修
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

⑵
資
質
向
上
研
修

五
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
視
察

研
修
、
公
開
保
育
研
修
は
人
数
を
制
限

し
て
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
の
「
幼
小

連
携
研
修
」
は
鹿
沼
市
の
実
践
事
例
の

発
表
か
ら
学
び
を
広
げ
、
実
際
に
取
り

組
め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

⑶
０
・
１
・
２
歳
児
研
修

乳
児
担
当
教
員
向
け
に
３
講
座
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
幼
児
の
担
当
者
で
も

子
ど
も
の
発
達
理
解
を
深
め
ら
れ
る
内

容
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑷
免
許
状
更
新
講
習

今
年
度
は
選
択
研
修
分
の
六
時
間
を

実
施
い
た
し
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、

後
半
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

最
後
に
、
昨
年
度
実
施
し
た
「
教
育
研

究
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
で
は
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
頂
け
た
こ
と
に
感
謝
致

し
ま
す
。
今
回
だ
け
に
な
ら
ず
に
、
ぜ
ひ

継
続
し
て
各
園
、
園
内
研
修
を
「
継
続
」

し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

経
営
研
究
委
員
会

委
員
長
　
栗
原
森
人

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

幼
児
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
教
育
機
関
と

し
て
の
幼
稚
園
で
、

子
ど
も
達
に
ど
ん
な
教
育
を
与
え
て
行
け

ば
良
い
か
。
幼
児
の
教
育
に
力
を
入
れ
る

の
が
、
教
育
効
果
が
一
番
高
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
経
済
だ
け
が
大
切
な
わ
け
で
は

な
い
が
、
経
済
効
果
と
い
う
指
標
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
良
い
経
験
を
積
め

る
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
。

変
化
と
い
え
ば
、
大
学
の
リ
モ
ー
ト
授

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た

　
　
　
　今
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
　

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た

　
　
　
　今
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
　

い
て
望
ま
し
い
の
は
何
時
頃
か
と
い
う
質

問
が
あ
り
、
各
養
成
校
に
答
え
て
頂
い
た

が
、
概
ね
大
学
に
お
い
て
は
八
月
く
ら
い

で
大
丈
夫
と
の
こ
と
だ
が
、
短
期
大
学
に

お
い
て
は
実
習
が
九
月
ま
で
あ
る
の
で
、

九
月
ご
ろ
か
ら
就
職
活
動
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
公
務
員

試
験
に
合
格
し
た
場
合
は
辞
退
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
説
明
が
さ
れ
た
。
馬
場
副
理

事
長
よ
り
「
求
人
情
報
サ
イ
ト
」
は
一
か

月
ご
と
に
情
報
を
更
新
す
る
予
定
な
の
で

学
生
に
は
是
非
と
も
活
用
い
た
だ
き
た
い

と
周
知
を
求
め
た
。

③
教
員
養
成
校
の
進
路
状
況
実
態
調
査
票

に
つ
い
て

④
教
育
実
習
に
つ
い
て

　

巡
回
実
習
に
つ
い
て
、
東
京
圏
か
ら

通
っ
て
い
る
先
生
に
つ
い
て
は
電
話
巡
回

と
し
て
い
た
り
、
観
察
実
習
が
遅
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
本
実
習
と
の
期
間

が
短
く
な
っ
て
し
ま
い
恐
縮
し
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

⑤
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の
就
職
に

関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

　

船
田
副
理
事
長
よ
り
人
材
派
遣
会
社
を

使
っ
て
い
る
学
生
が
い
る
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
学
生
に
は

使
わ
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
が
、
実

際
に
は
使
っ
て
い
る
学
生
が
相
当
数
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
委
員

長
の
黒
田
先
生
よ
り
内
定
承
諾
後
の
辞
退

の
申
し
出
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
公
務
員
試
験
に
合
格
し

た
場
合
は
辞
退
の
申
し
出
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
の
場
合
は
事
実
を
告
げ
了

解
を
得
る
よ
う
回
答
が
な
さ
れ
た
。
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業
、
様
々
な
リ
モ
ー
ト
会
議
等
、
Ⅰ
Ｔ
を

活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く

な
り
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
減
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
飲

食
店
や
観
光
業
な
ど
、
人
が
集
ま
り
、
対

面
で
交
流
し
て
楽
し
む
場
所
の
営
業
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
に
は
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

情
報
が
多
す
ぎ
て
ど
れ
が
正
し
い
情
報
な

の
か
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
あ

る
。
正
し
さ
と
は
、
愚
か
さ
と
は
、
そ
れ

が
何
か
判
断
で
き
る
情
報
を
経
営
者
同
士

で
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
連
携
を
深
め
て

い
き
た
い
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
栃
木
県
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
そ
の
た
め
に

幼
稚
園
と
認
定
こ
ど
も
園
の
経
営
者
は
何

を
情
報
交
換
し
、
何
を
協
力
し
て
行
け
ば

良
い
か
、
会
員
の
皆
様
と
意
見
交
換
し
な

が
ら
研
究
し
て
行
き
た
い
。

認
定
こ
ど
も
園
委
員
会

委
員
長
　
黒
田
光
泰

昨
年
度
に
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
は
変
異
し

な
が
ら
猖し

ょ
う
け
つ獗
を
極
め
、

国
内
で
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
遅
滞
し
、
年

内
に
終
息
す
る
蓋が

い

然ぜ
ん

性せ
い

は
低
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
今
年
度
予
定
し
て
い

る
二
つ
の
研
修
会
は
、
十
分
な
感
染
症
対

策
を
講
じ
た
会
場
で
の
開
催
と
リ
モ
ー
ト

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
事
業

（
研
修
会
）
の
テ
ー
マ
は
、【
認
定
こ
ど
も

園
や
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い

て
】で
、⑴『
こ
ど
も
庁
』構
想
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
⑵
国
が
示
す
今
後
の
教
育

政
策
や
方
針
、
⑶
選
択
的
週
休
三
日
制
と

そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
⑷
処
遇
改
善
加
算

改
正
の
是
正
問
題
等
、
認
定
こ
ど
も
園
や

幼
稚
園
の
安
定
運
営
に
お
い
て
知
る
べ
き

大
切
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一
回

目
は
六
月
八
日
（
火
）
に
全
日
私
幼
の
認

定
こ
ど
も
園
委
員
会
副
委
員
長
・
石
田
明

義
先
生
を
招
き
、
現
状
の
最
新
情
報
と
今

後
の
方
向
性
と
そ
の
対
策
を
考
え
る
研
修

会
を
開
催
し
、
第
二
回
は
十
一
月
十
七
日

（
水
）
に
、
現
在
の
新
制
度
を
牽
引
し
て

い
る
内
閣
府
の
担
当
官
を
招
い
て
の
実
務

的
な
内
容
と
国
の
考
え
て
い
る
こ
れ
か
ら

の
方
針
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
今
年
度
、
認
定
こ
ど
も
園

委
員
会
に
お
い
て
新
に
選
任
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
は
二
年
目
と
な
り
、
有
能
な
委
員
会

メ
ン
バ
ー
各
位
と
一
層
協
力
し
て
実
施
す

る
二
回
開
催
予
定
の
研
修
は
必
ず
や
各
園

の
運
営
に
役
立
つ
研
修
内
容
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
の
で
、
鋭
意
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

青
年
部
委
員
会委

員
長
　
青
栁
貴
也

青
年
部
委
員
会
で

は
、
毎
年
、
全
体
委

員
会
と
し
て
研
修
会

の
開
催
、
保
育
の
幅

を
広
げ
る
た
め
の
県

内
外
の
施
設
見
学
、
新
規
採
用
宿
泊
研
修

や
教
育
研
究
大
会
分
科
会
等
研
修
会
へ
の

協
力
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

産
ま
れ
た
町
で
、
母
が
ひ
ら
い
た
幼

稚
園
を
引
き
継
ぎ
、
少
子
化
で
子
ど
も

が
減
っ
て
い
っ
て
も
こ
の
町
で
育
つ
子

ど
も
た
ち
に
未
来
を
つ
な
ぐ
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
い
つ
か
、
い
つ
で
も
、
育
っ

た
町
に
子
ど
も
た
ち
が
戻
っ
て
こ
ら
れ

る
場
所
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

小
さ
な
町
で
も
「
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
与
え
た
い
」。
そ
し
て

「
夢
を
叶
え
る
意
欲
を

も
つ
子
ど
も
た
ち
を
育

て
た
い
」
と
思
っ
て
ラ

ン
ナ
ー
に
応
募
し
ま
し

た
。
私
が
ラ
ン
ナ
ー
に

な
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
に
、
夢
を
叶
え
る

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た

い
で
す
。
未
来
に
希
望

と
意
欲
を
も
っ
て
育
っ
て
ほ
し
い
。
自

分
や
家
族
、
自
分
の
町
を
好
き
な
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
幼

稚
園
で
子
ど
も
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を
も

ら
い
始
め
て
二
十
年
、ラ
ン
ナ
ー
を
き
っ

か
け
に
今
度
は
私
が
子
ど
も
た
ち
に
パ

ワ
ー
を
与
え
ら
れ
た
ら
最
高
で
す
。

感
染
症
対
策
で
聖
火
リ
レ
ー
に
人
は

集
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人
が
夢
と

希
望
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
一
人
で
も

し
っ
か
り
と
笑
顔
で
走
り
た
い
と
決
意

し
、
雨
の
中
で
多
く
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
走
り
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

（
認
定
こ
ど
も
園
茂
木
愛
泉
幼
稚
園
・
篠
原
真
木
子
副
園
長
）

新聞記事

で
施
設
見
学
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

が
、
各
研
修
会
へ
は
積
極
的
に
参
加
、
協

力
い
た
し
ま
す
。

青
年
部
委
員
会
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

研
修
会
や
会
議
等
で
顔
を
合
わ
せ
た
際
、

気
軽
に
意
見
交
換
を
し
た
り
、
時
に
は
悩

み
を
相
談
し
、
様
々
な
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
よ
り

一
堂
に
集
ま
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
が
大
き
く
減
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
は
「
悩
み
感
」

と
し
て
、
各
メ
ン
バ
ー
が
抱
え
て
い
る
悩

み
（
コ
ロ
ナ
禍
で
の
保
育
の
工
夫
や
Ⅰ
Ｃ

Ｔ
導
入
、
保
育
運
営
等
）
を
、
グ
ー
グ
ル

フ
ォ
ー
ム
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
話
し
合
い

の
場
を
設
け
た
り
、
悩
み
に
添
っ
た
講
師

を
お
呼
び
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
良
い
環
境
の
充
実
を
図
る
為
に
委
員

会
の
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
多
く
の
制
限
の
中
、

新
た
に
挑
戦
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
、
青

年
部
委
員
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
借
り

し
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
繋
げ
て
い
け

る
取
り
組
み
を
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

お
り
ま
す
。



144号

07

「
学
び
を
止
め
な
い
」

　
今
年
度
の
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
昨
年
度
、
研
修

の
進
め
方
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
が
、
各

種
研
修
を
中
止
に
は
し
な
い
こ
と
を
前
提

に
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
、
今
年
度
の

研
修
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
実
施
方
法
の
変

更
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
栃
幼
連
を
通
じ
た
各
園
へ
の
メ
ー
ル

送
付
や
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
へ
の
掲
示
に
よ
っ
て
、
必
要
な
情
報

が
あ
る
時
に
は
随
時
お
伝
え
し
て
い
く
予

定
で
す
。
引
き
続
き
御
理
解
と
御
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
等
研
修

四
月
二
日
に
第
一
日
を
実
施
し
、
若
さ

と
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
る
新
規
採
用
幼
稚

園
教
諭
等
二
〇
三
名
の
研
修
が
、
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
午
前
と
午

後
の
二
部
制
で
の

実
施
と
な
り
ま
し

た
。
開
講
に
あ
た

り
、
栃
木
県
幼
稚

園
連
合
会
、
栃
木

県
保
健
福
祉
部
こ

「
こ
れ
ま
で
の
経

験
で
考
え
て
し
ま

い
、
そ
の
子
の
特

性
を
見
落
と
し
が

ち
な
こ
と
に
気
付

い
た
」「
安
全
面
ば

か
り
を
気
に
か
け

過
介
入
に
な
っ
て

い
た
」「
日
頃
は
必

要
な
教
材
を
用
意
し
て
製
作
を
行
う
こ
と

に
偏
り
が
ち
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
日
頃
の
保
育
経
験
を
、
講
話
等

の
理
解
に
繋
げ
て
い
る
姿
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
学
ん
だ
こ

と
を
日
々
の
保
育
実
践
に
改
め
て
つ
な
げ

て
い
け
る
よ
う
、
研
修
を
通
し
て
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
に
つ
い
て

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た

自
発
的
な
活
動
と
し
て
の
遊
び
を
通
し

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力

が
育
ま
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
大

切
に
し
た
い
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な

の
か
等
、
事
例
を
通
し
て
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
ま
し
た
。
日
頃
の
保
育
実
践
や
園

ど
も
政
策
課
、
栃
木
県
教
育
委
員
会
を
代

表
し
、
堀
江
賢
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
新
た
に
幼
稚
園
教
諭
等

と
な
っ
た
先
生
方
へ
の
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

研
修
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
他
、「
教

師
・
保
育
教
諭
と
し
て
」「
幼
児
期
の
教

育
の
基
本
」「
保
育
の
実
践
と
省
察
」
の

講
話
を
通
し
て
「
失
敗
を
恐
れ
ず
ど
ん
ど

ん
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
」「
子
ど

も
の
発
達
を
踏
ま
え
た
環
境
の
構
成
を
し

て
い
き
た
い
」「
そ
の
行
動
が
子
ど
も
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
考

え
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培

う
重
要
な
時
期
で
あ
る
幼
児
期
の
教
育
に

携
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
責
任
を
受
け
止
め

な
が
ら
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
深
め
、

学
び
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
、

応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幼
稚
園
等
教
職
五
年
目
研
修

五
月
十
二
日
に
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

に
て
第
一
日
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

の
受
講
者
は
一
三
一
名
と
な
り
、
過
去
最

大
の
人
数
を
迎
え
て
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。「教

職
五
年
目
へ
の
期
待
」「
幼
児
期
に

育
み
た
い
資
質
・
能
力
」「
栃
木
県
教
育

振
興
基
本
計
画
２
０
２
５
」「
幼
児
・
園

児
と
も
の
と
の
関
わ
り
～
教
材
と
は
何
か

～
」「
環
境
を
構
成
す
る
際
の
教
材
の
工

夫
」「
保
育
中
の
危
機
管
理
」
の
講
話
や

演
習
等
を
行
い
ま
し
た
。
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
に
な
り
ま
し
た
が
、
受
講
者
か
ら

●
幼
児
教
育
指
導
員
　
野
中
　
悦
子

現
　
ゆ
う
ゆ
う
保
育
園
　
園
長

よろしくお
願いいたします

 

セ
ン
タ
ー
職
員
紹
介

●
小
倉
幼
児
教
育
指
導
員　

●
野
中
幼
児
教
育
指
導
員

●
富
川
指
導
主
事　
　

  

●
前
原
副
主
幹

●
天
川
指
導
主
事　
　

  

●
堀
江
セ
ン
タ
ー
長

●
髙
根
沢
副
主
幹　
　

  

●
神
長
顧
問

新メンバーマスコットキャラクターの
ピヨちゃんですピヨッ！

研
修
の
申
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら

　

研
修
の
申
込
み
は
、
こ
ち
ら
の
研

修
案
内
（
三
月
送
付
）
を
御
活
用
く

だ
さ
い
。
研
修
内
容
と
申
込
書
が
一

体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
よ
り
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
Ｗ
ｅ

ｂ
上
で
の
申
込

み
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

つり下げて
おけます。

内
研
修
等
で
、
ぜ
ひ
、
御
活
用
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
が
日
本
に
拡
が
り
、
何

を
す
る
こ
と
が
最
善
か
も
わ
か
ら
ず

に
過
ぎ
た
令
和
二
年
度
。
正
に
未
曽

有
の
出
来
事
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は

現
在
も
変
わ
ら
ず
に
、
人
々
は
苦
し

ん
で
い
る
。
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
も
例
外
で
は
な
く
、
諸
先
生
方
は
日
々

の
保
育
や
活
動
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
う
。

　

思
え
ば
令
和
二
年
度
は
、
入
園
式
を

実
施
す
る
か
否
か
の
決
断
か
ら
始
ま
り
、

様
々
な
行
事
を
中
止
、
延
期
、
形
を
変
え

て
の
実
施
と
あ
の
手
こ
の
手
で
乗
り
越
え

て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。
令
和
三
年
度

は
、
前
年
の
経
験
が
あ
る
と
は
言
え
、
や

は
り
地
域
の
感
染
状
況
や
感
染
症
対
策
と

い
っ
た
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
三
度
目
の

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、

依
然
と
し
て
感
染
者
は
抑
え
ら
れ
て
い
な

い
。
で
き
る
こ
と
は
手
洗
い
や
こ
ま
め
な

除
菌
な
ど
し
か
な
い
が
、
各
々
し
っ
か
り

と
感
染
症
対
策
を
行
う
こ
と
が
肝
要
だ
ろ

う
。

　

今
年
の
運
動
会
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う

か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
の
是
非
が
世

論
を
賑
わ
せ
て
い
る
が
、
復
興
・
絆
を
謳

う
そ
れ
よ
り
も
自
園
の
行
事
の
方
が
心
配

だ
。
一
学
期
の
行
事
は
縮
小
、
中
止
と
し

た
が
、
二
学
期
以
降
は
ワ
ク
チ
ン
等
が
う

ま
く
回
り
、
昨
年
よ
り
賑
わ
い
の
あ
る
活

動
が
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

（
認
定
こ
ど
も
園
大
平
み
な
み
幼
稚
園　

小
森
谷　

博
一
）

慶

　事

●
認
定
お
お
ぞ
ら
こ
ど
も
園
　
落
成
式

　
　
令
和
三
年
六
月
二
十
六
日

●
令
和
三
年
度

　
私
学
教
育
功
労
者
表
彰（
県
知
事
表
彰
）

　
認
定
こ
ど
も
園
か
し
わ
幼
稚
園

　
　
理
事
長・園
長
　
中
村 

京
子 

先
生
　

訃

　報謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
真
岡
市
　
認
定
こ
ど
も
園
真
岡
ひ
か
り
幼
稚
園

　
　
元
副
園
長
　
宇
南
山
　
由
紀
子
　
先
生

　
　
令
和
三
年
三
月
三
日
　
逝
去

　 令
和
三
年

　
　七
月
〜
九
月
ま
で
の
事
業
予
定

７
月
１
日
 

④
新
採
研 

公
開
保
育

７
月
７
日
 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

７
月
８
日
 

栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会（
書
面
表
決
）

７
月
９
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

７
月
11
日
 

就
職
説
明
会

７
月
27
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

７
月
28
日
 

新
採
研（
集
合
研
修
）

８
月
３
日
 

新
採
研（
地
区
研
修
）事
前
打
合
会

８
月
４
日
 

①
新
採
研（
集
合
研
修
）

８
月
５
日
 

②
新
採
研（
集
合
研
修
）

８
月
18

　
〜
20
日
 

第
68
回
県
教
研
大
会

８
月
18
日
 

バ
ス
安
全
運
転
講
習
会

８
月
26
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

９
月
６
日
 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

９
月
８
日
 

設
置
者・園
長
研
修
会

９
月
15
日
 

※
教
育
課
程
研
究
集
会

９
月
17
日
 

０
・
１
・
２
歳
児
研
修

９
月
30
日
 

※
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

７
月
１
日
 

④
新
採
研 

公
開
保
育

７
月
７
日
 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

７
月
８
日
 

栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会（
書
面
表
決
）

７
月
９
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

７
月
11
日
 

就
職
説
明
会

７
月
27
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

７
月
28
日
 

新
採
研（
集
合
研
修
）

８
月
３
日
 

新
採
研（
地
区
研
修
）事
前
打
合
会

８
月
４
日
 

①
新
採
研（
集
合
研
修
）

８
月
５
日
 

②
新
採
研（
集
合
研
修
）

８
月
18

　
〜
20
日
 

第
68
回
県
教
研
大
会

８
月
18
日
 

バ
ス
安
全
運
転
講
習
会

８
月
26
日
 

※
中
堅
幼
稚
園
教
諭
等
資
質
向
上
研
修

９
月
６
日
 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

９
月
８
日
 

設
置
者・園
長
研
修
会

９
月
15
日
 

※
教
育
課
程
研
究
集
会

９
月
17
日
 

０
・
１
・
２
歳
児
研
修

９
月
30
日
 

※
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
※ 

は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

こ
ど
も
政
策
課
だ
よ
り

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て

　

例
年
、
私
学
助
成
を
選
択
す
る
幼
稚
園

に
対
し
教
職
員
等
の
確
認
の
た
め
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
勘
案
し
、
昨
年
度
と
同
様
に
書

面
に
よ
る
確
認
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
対
象
の
幼
稚
園
に

通
知
文
を
送
付
し
ま
す
の
で
御
確
認
く
だ

さ
い
。

●
園
則
や
園
地
・
園
舎
、
理
事
・
監
事
等

の
変
更
を
行
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

各
届
出
を
提
出
願
い
ま
す
。
な
お
、
各

種
届
出
書
の
代
表
者
印
の
押
印
は
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

●
学
校
法
人
の
令
和
二
年
度
決
算
書
及
び

令
和
三
年
度
収
支
予
算
書
の
提
出
期
限

は
六
月
三
〇
日
で
す
。

●
令
和
二
年
度
決
算
に
伴
う
資
産
総
額
の

変
更
登
記
を
寄
附
行
為
で
定
め
る
期
日

ま
で
に
行
い
、
登
記
済
届
を
こ
ど
も
政

策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

四
月
の
定
期
異
動
に
よ
り
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
班
で
は
髙
谷
主
任
、
小
池
主

事
が
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
髙
岩

主
任
は
感
染
症
対
策
課
兼
務
と
な
り
ま
し

た
。引

き
続
き
幼
児
教
育
・
保
育
や
子
育
て

支
援
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
塚
田
主
事

●
石
下
主
任

●
小
池
主
事

●
髙
谷
主
任

●
菅
谷
主
任

●
谷
川
係
長

●
齋
藤
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
班
長

●
田
中
島
課
長

●
寺
内
主
幹
兼

課
長
補
佐
（
総
括
）

●
和
氣
課
長
補
佐

学
校
基
礎
調
査
に
つ
い
て


